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令和５年度第５回富山市農業委員会総会（月次）議事録 

 

１．日    時   令和５年８月４日（金） 

９時３０分～１０時５５分 

２．場    所   富山市役所 東館８階 大会議室 

３．出席委員  ２２人 

        会  長 ２３番  才木  隆雄 

        会長代理 ２４番 宮田 好一  

委  員  １番 杉林 清則  ２番 熊南 昭浩       

３番 山崎  修  ５番 田中 輝男 

６番 森  悦雄    ７番 古田  茂 

８番 田中 善憲    ９番 大場 忠勝  

１０番 大橋 芳信  １１番 大浦 清貴  

１２番 山﨑  巖 １３番 福山 英則  

１４番 仲田 茂男 １５番 下村  帝   

１６番  北森 正誠 １７番 渡辺 正志   

１８番 金田 修一 １９番 長谷 幹夫  

２０番 金木 洋子 ２２番 中井 義則 

４．欠席委員  ２名    ４番 西田 清範 ２１番 島田 一郎 

５．議    題    議案第１４号  農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第１５号 農地法第４条第１項及び第５条第１項の規定によ 

る許可申請について 

         報告事項第１４号  農地法第３条の３の規定による受理について 

報告事項第１５号 農地法第４条第１項第７号及び第５条第１項 

第６号の規定による受理について 

報告事項第１６号 農地法第１８条第６項の規定による通知につ 

いて 

        報告事項第１７号 農地法第３条の規定による許可申請の取下げ           

                について 
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議      事 

 

事 務 局 

 

本日の月次総会につきましては、９時３０分現在、委員数は２２名

でございます。 

「農業委員会等に関する法律第２７条第３項」の規定による開催要

件、在任委員数２４名の過半数に達していることから、本総会が成立

していることをご報告いたします。 

 

会   長 

 

 

 

 

 

 

会   長 

 

 

会   長 

 

それでは、ただ今より令和５年度第５回富山市農業委員会月次総会

を開催します。 

本日は、議案２件、報告事項４件がございます。 

本日の議事録署名委員を私より指名してよろしいでしょうか。 

 

（委員一同 異議なし） 

 

それでは、私の方から指名させていただきます。２番熊南委員、３

番山崎委員、両委員にお願いしたいと思います。 

 

それでは、議案の審議に入ります。 

議案第１４号農地法第３条の規定による許可申請について、事務局

から説明をお願いします。 

 

事 務 局  議案第１４号農地法第３条の規定による許可申請について、ご説明

いたします。 

議案書は１ページから７ページまでです。 

今回の申請件数は、１４件で、申請面積は３３，７５５．６１㎡で

す。 

許可基準についてですが、全部効率利用要件、農作業常時従事要件、

地域調和要件について、申請書類においては、各要件を満たしていま

す。 

申請理由及び権利の種類について説明します。２ページをご覧くだ

さい。 

１番は、労働力不足により、以前から申請農地を耕作していた譲受

人に、所有権を移転するものです。 

２番は、生前一括贈与により、新規の農家として父から子に所有権

を移転するものです。ネギ、ナスなどを栽培する予定です。農業経験

については、父が農業指導を行ってきており、現在は、□□□□にて

研修を受けております。 

３番は、贈与により、新規の農家である譲受人に、所有権を移転す

るものです。トマト、きゅうりなどを栽培する予定です。農業経験に
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ついては、申請農地の近隣に譲受人の所有地があり、畑として耕作し

てきております。また、申請農地の隣接地にある宅地と建物を譲渡人

から既に購入しているとのことです。 

議案書３ページをご覧ください。 

４番は、労働力不足のため、新規の農家ではありますが、以前から

申請農地を耕作してきた譲受人に、所有権を移転するものです。 

５番は、贈与により、隣接地の耕作者である譲受人に、所有権を移

転するものです。 

６番は、贈与により、甥と姉のそれぞれの共有持分１５分の２につ

いて、共有者である譲受人に所有権を移転するものです。 

７番は、労働力不足により、隣接地の耕作者である譲受人に、所有

権を移転するものです。 

議案書４ページをご覧ください。 

８番は、労働力不足により、新規の農家に所有権を移転するもので

す。きゅうり、ほうれん草などを栽培する予定です。農業経験につい

ては、以前から申請農地の近隣に住む妻の母から農業指導を受けてお

り、今後も妻とともに指導を受けていく予定です。 

９番の議案書は４ページから６ページです。 

９番は、贈与により、共同で農業経営を行っている、妻と子である

譲受人にそれぞれ持分３分の１の所有権を移転するものです。 

議案書６ページをご覧ください。 

１０番は、経営縮小のため、隣接地の耕作者である譲受人に、所有

権を移転するものです。 

１１番は、令和５年７月５日に申請者から許可申請の取下願の提出

があった案件です。その後、７月１２日に、権利の種類を所有権移転

から使用貸借権の設定に変更して、再度、申請があったものです。高

齢のため、父から子に、使用貸借権を設定するものです。 

なお、後程、議案書３０ページの「報告事項第１７号農地法第３条

の規定による許可申請の取下げ」で、再度、ご報告いたします。 

議案書７ページをご覧ください。 

１２番は、財産の処分により、新規の農家に所有権を移転するもの

です。大根、ナスを栽培する予定です。譲受人の住所地は砺波市です

が、譲受人が経営する会社の所在地と申請農地が近隣にあるため、会

社を拠点に、耕作をする予定です。農業経験については、自宅の周辺

で家庭菜園の規模で耕作を行ってきております。 

１３番は、労働力不足により、新規の農家に所有権を移転するもの

です。玉ねぎ、じゃがいもを栽培する予定です。農業経験については、

自宅の周辺で家庭菜園の規模で耕作を行ってきております。 

１４番は、労働力不足により、近隣の耕作者である譲受人に所有権

を移転するものです。 
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以上でございます。 

 

会   長 

 

 

 

会   長 

 

 

会   長 

 

 

 

 

会   長 

 

 

 

会   長 

 

 

現地確認について、報告をお願いします。 

 

（担当委員から問題ない旨の報告あり） 

 

それでは、ただ今、説明及び報告がありました許可申請について、

ご意見、ご質問等があれば承りたいと思います。 

 

特に、ご意見、ご質問等がないようですので、申請どおり許可する

ことにご異議ありませんか。 

 

（異議なしとの発言あり） 

 

異議なしとのことでありますので、議案第１４号農地法第３条の規

定による許可申請については、全件、申請どおり許可することといた

します。 

 

続きまして、議案第１５号農地法第４条第１項及び第５条第１項の

規定による許可申請について、事務局から説明をお願いします。 

 

事 務 局 

 

議案第１５号農地法第４条第１項及び農地法第５条第１項の規定

による許可申請についてご説明いたします。議案書は８ページから１

２ページになります。 

今回、４条申請が１件、面積は１，６５９．４２㎡、５条申請が１

１件、面積は１３，０２３．９８㎡です。議案書９ページをご覧くだ

さい。４条申請の内容についてご説明いたします。「位置図及び許可

基準」を併せてご覧ください。 

４条申請の１番は、寒江地区において、貸駐車場の地目の是正でご

ざいます。転用の概要といたしましては、申請地は、約２０年前から

周囲の会社の従業員や事業用車両の駐車場として貸与しておりまし

たが、令和４年１月に地元住民からの通報で違反転用であることが発

覚し、今回、農地法に基づいた手続きを行い、地目を是正するもので

ございます。申請書には始末書の添付がございます。申請地は、１０

ヘクタール以上の農地の集団規模に属する農地で特に良好な営農条

件を備えていることから農地区分は第１種農地、許可基準は集落接続

を適用しております。 

議案書１０ページをご覧ください。 

５条の申請内容についてご説明いたします。 

５条申請１番は、熊野地区において、駐車場の地目の是正でござい
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ます。申請人の■■■■は、主に有線、無線機器の販売を行っており

ます。転用の概要といたしましては、申請地は、約１０年前から会社

の駐車場として使用しておりましたが、地元生産組合からの通報で違

反転用であることが発覚し、今回、農地法に基づいた手続きを行い、

地目を是正するものでございます。申請書には始末書の添付がござい

ます。申請地は、１０ヘクタール以上の農地の集団規模に属する農地

で特に良好な営農条件を備えていることから農地区分は第１種農地、

許可基準は集落接続を適用しております。 

５条申請２番は、月岡地区において、一般住宅を建築する計画であ

ります。転用の概要といたしましては、申請人は現在、市内のアパー

トで生活をしておりますが、手狭であるため、相互扶助に適した申請

地において住宅建築のため申請されたものでございます。申請地は道

路に面している６番２、７番１については半径５００ｍの範囲内に教

育施設、医療施設があり、前面道路に公共上下水道管が埋設されてい

ることから農地区分は第３種農地、原則許可案件となります。また、

道路に面していない８番４、８番６については、１０ヘクタール未満

の農地の集団規模であり、過去に土地改良事業が実施されていないこ

とから農地区分は第２種農地、許可基準は代替可能性なしを適用して

おります。 

５条申請３番は、老田地区において、駐車場を整備する計画であり

ます。申請人の◇◇◇◇は、印刷業者であります。転用の概要といた

しましては、従業員駐車場が不足しており、近隣施設の駐車場を借り

るなどして対応しておりましたが、借りていた駐車場の明け渡しを要

求されており、新たな駐車場の確保が急務となったため、今回、申請

されたものでございます。申請地は半径５００ｍの範囲内に医療施設

が２施設あり、前面道路に公共上下水道管が埋設されていることから

農地区分は第３種農地、原則許可案件となります。 

５条申請４番は、水橋三郷地区において、駐車場を整備する計画で

あります。申請人の◆◆◆◆は主に一般廃棄物、産業廃棄物の収集運

搬業を行っております。転用の概要といたしましては、申請地の隣接

地において令和４年８月に農地転用許可を受け、従業員及び事業用車

両の駐車場を整備しましたが、駐車場不足の解消には至っておらず、

改めて駐車場拡張のため今回申請されたものでございます。申請地

は、１０ヘクタール未満の農地の集団規模ではございますが、過去に

土地改良事業が実施されていることから農地区分は第１種農地、許可

基準は既存地拡張を適用しております。 

議案書は１１ページになります。５条申請５番につきましても同様

に◆◆◆◆の案件であります。転用の概要といたしましては、申請地

は◆◆◆◆の資材置場を南北に分断しており、敷地の一体利用に支障

が出ているため、それを解消するため、今回、申請されたものであり



- 6 - 
 

ます。申請地は、１０ヘクタール未満の農地の集団規模ではございま

すが、過去に土地改良事業が実施されていることから農地区分は第１

種農地、許可基準は既存地拡張を適用しております。 

５条申請６番は、大沢野地域大沢野南部地区において、住宅敷地を

拡張する計画であります。転用の概要といたしましては、国土交通省

が施工する一般国道４１号大沢野富山南道路工事による土地の収用

により、既存の住宅の移転の必要が生じたため、近隣の空き家を購入

したところ敷地の一部の地目が農地であったことから、地目を是正す

るため申請されたものでございます。申請書には始末書が添付されて

おります。申請地は、１０ヘクタール以上の農地の集団規模に属する

農地で特に良好な営農条件を備えていることから農地区分は第１種

農地、許可基準は集落接続を適用しております。 

５条申請７番は、大山地域上滝地区において、境内地の地目の是正

でございます。転用の概要といたしましては、申請地につきましては

５０年以上前から境内地として利用しておりましたが、相続手続きに

より地目を調査したところ、敷地の一部が農地であったため、今回、

是正のため申請されたものでございます。申請書には始末書が添付さ

れております。申請地は、都市計画区域の用途区域内にあることから

農地区分は第３種農地、原則許可案件となります。 

５条申請８番は、八尾地域保内東地区において、一般住宅を建築す

る計画であります。転用の概要といたしましては、申請人は現在、八

尾町の市営住宅で生活しておりますが、手狭なため、相互扶助に適し

た申請地において住宅建築のため申請されたものでございます。敷地

は宅地部分を合わせて３１０㎡になります。申請地は、都市計画区域

の用途区域内にある農地であることから農地区分は第３種農地、原則

許可案件となります。 

議案書は１２ページになります。 

５条申請９番は、八尾地域保内東地区において、一般住宅を建築す

る計画であります。転用の概要といたしましては、申請人は現在、八

尾町のアパートで生活しておりますが、手狭なため、生活環境が整っ

ている申請地において住宅建築のため申請されたものでございます。

申請地は、都市計画区域の用途区域内にある農地であることから農地

区分は第３種農地、原則許可案件となります。 

５条申請１０番は、八尾地域黒瀬谷地区において、農機具置場及び

農業資材置場を整備する計画であります。転用の概要といたしまして

は、現在、農業機械や作業ごとのアタッチメントの置き場所を、組合

員の家の敷地やビニルハウスの中など、分散して保管しております

が、今後、農業機械の保管場所を集約し、農作業の利便性と効率化を

図るため農機具置場及び農業資材置場の整備を計画されたものであ

ります。申請地は１０ヘクタール以上の農地の集団規模に属する農地
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で特に良好な営農条件を備えていることから農地区分は農用地区域

内農地、許可基準は農業用施設を適用しております。 

５条申請１１番は、婦中地域宮川地区において、砂利採取業者によ

る陸砂利採取の一時転用の計画であります。申請地は、農業振興地域

の農用地区域内ですが、砂利採取業者が砂利の採取後、直ちに採取跡

地の埋め戻し等の処理を行うことが担保されており、その復元に関す

る計画が当該農地及び周辺の農地の農業上の効率的な利用を確保す

る観点から適当であると認められ、農業振興地域整備計画の達成に支

障を及ぼすおそれがないと認められるものであることから、一時的な

利用として許可基準に合致しているものと考えております。この案件

については３，０００㎡を超える申請でありますので富山県農業会議

への諮問案件となります。期間は許可日から２年間となっておりま

す。 

以上でございます。 

 

会   長 

 

 

 

会   長 

 

 

会   長 

 

 

 

 

会   長 

 

 

 

現地確認について、報告をお願いします。 

 

（各担当委員から問題ない旨の報告あり） 

 

それでは、ただ今、説明及び報告がありました許可申請について、 

ご意見、ご質問等があれば承りたいと思います。 

 

 特に、ご意見、ご質問等がないようですので、申請どおり許可する 

ことにご異議ありませんか。 

 

（異議なしとの発言あり） 

 

異議なしとのことでありますので、議案第１５号農地法第４条第１

項及び第５条第１項の規定による許可申請については、全件、許可相

当と意見を付して、市長へ送付することといたします。 

 

会   長 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 続きまして、報告事項に入ります。議案書の報告事項である、 

第１４号 農地法第３条の３の規定による受理について、 

第１５号 農地法第４条第１項第７号及び第５条第１項 

第６号の規定による受理について、 

第１６号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、 

第１７号 農地法第３条の規定による許可申請の取下げについて、 

事務局より一括して説明をお願いします。 

 

報告事項第１４号農地法第３条の３の規定による受理について、ご 
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報告します。議案書は、１３ページから２１ページです。 

 今回の受理件数は２４件で、すべて相続により所有権を取得したも

のです。農業委員会へのあっせん希望については、議案書の２０ペー

ジ１９番で希望がありました。 

続きまして、報告事項第１５号農地法第４条第１項第７号及び第５

条第１項第６号の規定による受理について、ご報告いたします。議案

書のページは２２ページから２６ページまでです。今回の受理件数

は、４条が４件、５条が９件、合わせて１３件、面積は合わせて３，

８５７．５４㎡となっております。内容、転用目的についてはご覧の

とおりです。事業面積が１，０００㎡以上で、都市計画法上の開発許

可と同日で受理する予定のものはありませんでした。 

報告事項第１６号農地法第１８条第６項の規定による賃貸借の合

意解約について、ご報告いたします。議案書は、２７ページから２９

ページです。解約件数は５件で、解約面積は６，１９２．００㎡です。

今回の解約に関連する議案及び解約理由は、備考欄記載のとおりで

す。解約理由は、１番、３番は転用予定のため、２番、４番、５番は

３条申請のためとなっております。 

報告事項第１７号農地法第３条の規定による許可申請の取下げに

ついてご報告いたします。議案書のページは３０ページです。 

１番については、令和５年６月１４日に、権利の種類について所有

権移転で許可申請がありましたが、使用貸借権の設定に変更するため

に、取下げをされたものです。７月１２日に再度申請があり、先ほど

議案書の６ページ１１番で申請どおり許可の議決がされた案件です。 

議案書にはございませんが、令和５年５月総会にて審議いただきま

した、中間管理機構通しの利用権設定にかかる、農用地利用配分計画

につきましては、富山市提出の原案通り認可された旨、富山県より通

知がありましたので、ご報告します。ご覧になりたい方はこちらに置

いておきますので、ご覧ください。 

以上でございます。 

 

会   長 

 

 

会   長 

 

 

会   長 

 

 

 

ただ今、説明がありました報告事項について、ご意見、ご質問等が 

ありましたら承りたいと思います。 

 

特に何もないようですので、これをもちまして、議案・報告事項の

議案審議を終了します。 

 

続きまして、協議・報告事項に入ります。 

 まず、令和５年度「農業委員会施策・研修」（案）について、事務 

局から説明をお願いします。 
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会   長 

 

 

 

〇 〇 委 員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●●委員  

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

会   長 

 

 

 

 

会   長 

 

 

会   長 

 

 

 

（事務局説明） 

 

それでは、ただ今説明がありました、令和５年度「農業委員会施策・

研修」（案）について、ご意見、ご質問等があれば承りたいと思いま

す。 

 

過去の視察研修では、県外に一泊した実績もあったと思うが、日帰

りにしたことについては、費用面での問題があったのか。 

 

当初の計画では、令和３年度から農業委員２４名を毎年８名ずつと

し、３年かけて全員が視察研修を実施する予定でしたが、新型コロナ

ウィルスの感染拡大により、令和３年度は実施をせず、令和４年度に

ついては、協議の結果２４名での実施とさせていただきました。 

令和５年度については、任期の最終年度ということから、一部の委

員に限定した県外視察よりも、２４名での視察を実施出来ればと考え

ております。 

なお、予算的には２４名全員分の県外の視察費は措置していないの

が、現状であります。 

 

視察研修の実施先のあてはあるのか。 

 

案の一つとして、上市町にある「富山県薬用植物指導センタ―」が

候補に挙がっております。そこには鳥獣被害対策の電気柵などが展示

されており、鳥獣被害対策の１つとして視察できればと考えておりま

す。 

また、その他に良いところがあれば、９月月次総会時にご提案をさ

せていただきたいと考えております。 

 

ほかにご意見、ご質問等がないようですので、視察研修については、

案のとおり実施したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

（異議なしとの発言あり） 

 

それでは、今年度の視察先や実施日などについては、次回９月に協

議したいと思います。 

 

 次に、農地利用意向調査について、事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局説明） 
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会   長 

 

 

● ● 委 員 

 

会   長 

 

 

会   長 

 

 

 

会   長 

 

 

△ △ 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それでは、ただ今、説明がありました農地利用意向調査について、 

ご意見、ご質問があれば承りたいと思います。 

 

 すでに発送しているのであれば、特にいうことはない。 

 

ほかにご意見、ご質問等がないようですので、そのように進めてく 

ださい。 

 

次に、事務連絡等について、事務局から説明をお願いします。 

 

（事務局説明） 

 

ただ今、説明がありました連絡事項について、ご意見、ご質問等が 

ありましたら承りたいと思います。 

 

７月１２日から１３日にかけて、大きな災害が起きた。これほど 

の災害を一気に復旧するのは難しいが、少なくとも８月中旬の耕作時

期までには応急措置がされるように行政当局への働きかけをおこな

っていかなくてはと思う。今手当をしなければ、山間部の農地の耕作

放棄につながるので、そういった面からも復旧作業を進めなくてはと

考える。 

また、実際の災害現場では、下流域に水が来なかったりしているが、 

現況を変えてしまうと、災害復旧の対象とならない、という誤った認

識をもたれていることがあるため、きちんと情報を整理して現場に伝

えてほしい。 

 道路の決壊などについても写真を撮るなどして、きちんと把握して

おけば、災害復旧事業に盛り込まれるはずなので、漏れが無いように、

行政当局と連携してほしい。 

 

先日、農林水産部の方と話をしましたが、今回の豪雨で山間部を中 

心に農地や農業用施設に大きな被害を受けたことから、農林事務所を

中心に毎日昼間に現場確認を実施し、夜に復旧工事の発注を行うな

ど、早急に対応すべき課題と自覚しているようです。 

また、新聞報道等によりますと、災害指定について、県や国は地域

を限定しないという方向のようですので、おそらく富山県内で被害の

あったところについては激甚災害指定され、補助率が少し上がるので

はないかと思われます。それらの補助を活用し、早急に復旧できるよ

う職員一同努めているものと考えております。今は職員も忙しいと思

いますが、私の方からも、鋭意業務を進めるように申し伝えておきま

す。 
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▲ ▲ 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

会   長 

 

 

会   長 

 

 

 最後にお願いになるのですが、先ほどご説明させていただいた農地

利用の意向調査について、地域計画を作成する際に重要な資料となる

ため、出来る限り回収率を上げたいと考えています。そのために、皆

様には近くの農家の方への声掛けやアンケートの記載方法のアドバ

イスなど、ご協力をぜひお願いしたいと思います。 

 

山手の方では市道の一部が土砂崩れの後、工事業者が見つからず、 

そのままとなっているため、集落の有志の方がなんとか通れるように

土砂を除去されており、農地に行くのも大変な状況となっている。 

 このことについては農林部にとどまらず、横のつながりを越えて、

農道として使えるように対応願いたい。 

また、農地利用の意向調査について、周知する機会が少ないため、 

農協などを通して調査協力の依頼をお願いしたい。 

 

市道等につきましては、建設部の管轄となりますが、農林水産部と 

建設部で連携を取りながら復旧の作業に努めるよう、要請したいと思

います。 

意向調査に関しては来週、農林水産部で農協などの関係者を集めた 

協議会が開催されますので、次回の９月月次総会にて内容の報告をさ

せていただければと思います。 

 

ただ今、説明がありました事務連絡等について、ご意見、ご質問等 

がありましたら承りたいと思います。 

 

ご意見、ご質問等がないようですので、令和５年度第５回富山市農

業委員会月次総会を終わらせていただきます。本日は、ありがとうご

ざいました。 

  

 


